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IBMは1981年にIBMPCをもってパ ソコン市場 に新規参入 し,劇的な成功 を収めた。その
ようにIBMが成功できた原因に関 してよく見 られる見解の一つに,「IBMというブランドカに
よって成功 した」 というものがある。その見解によれば,「IBMPCは技術的には平凡なマシ
ンであったにも関わらず,大 型 コンピュータ(メ インフレーム)市 場 においてIBMがそれま
でに築 き上げてきたブランドカによってパ ソコン市場で も成功 した」 というのである1)。
確かに大型 コンピュータ市場でつちかわれたIBMのブランドカが成功の度合いを大 きくし
た要因の一つであることは間違いない。 しか しながら,ブ ラン ドカのなかったMITSやApple
の成功,ブ ランドカのあったHewlett-PackardやXeroxの失敗2)などの事例が示 しているよう
に,パ ソコン市場における成功や失敗の最も規定的な要因は,ブ ラン ドカではなく,その技術
的競争力や価格競争力,お よび,そ れらのバランス(コ ス ト・パ フオーマ ンス)に ある。
実際,IBMPCもハー ドウェアとソフ トウェアの総合的性能とい う視点から見た場合,発 表
当時 としては技術的性能の高い価格競争力のあるパ ソコンであった。本稿は,そ うしたIBM
PCがどのような技術戦略の下 に開発 されたのかとい うことの解明を目的 として,1970年代後
半から1980年代初頭にかけてのパソコン市場形成期におけるIBMの技術戦略を技術形成史的
な視点か ら分析 したものである。
1.IBMPC登 場 以 前 の パ ソ コ ン市 場
(1)商業的 に成 功 した世界 最初 のパ ーソナル ・コン ピュータ ・一MITSのAltair8800
1975年1月 に,"PopularElectronics"とい う雑 誌 の 表 紙 を 飾 っ たMITS(Micro
InstrumentationandTelemetrySystems)の1Utair88003)は,「商業 的 に成 功 した世界最初 のパ
ー ソナル ・コ ンピュー タ」 と称 され る場合 もあ るが ,標 準装備 で はキーボ ー ドもモニ ター もソ
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フ トも付 属 しない などその機 能は まっ た く不十分 な もの であ った。販売 開始 当初 は1Utair8800
上 で動作 す るプ ログラ ミング言語 がそ もそ も存在せ ず(も ちろんの こ となが らア プ リケー シ ョ
ン ・ソ フ トは存在 せず),マ シ ン語 で命 令 を入力す る しかなか った。 しか も標準 装備 で は,パ
ネル ・スイ ッチのon/offでCPUに直接 に命 令 を伝 える しか なか ったの であ る。
その よ うにパ ソコン とい う商 品 と しての完成度が低 い製品 であ ったに も関 わ らず,そ して ま
た まった く無名 の会社 に よる通 信販売 で あ った に も関わ らず,キ ッ トで439ドル,組 み立 て済
み完 成 品で621ドルとい う低価 格 に設 定 で きた4)こと もあ り,最 初 の二,三 週 間で4千 人 か ら
の注 文 が あ った と言 われ てい る。 ただ しMITSの生産体 制 に問題 が あ った こ とや,Processor
TechnologyのSolやIMSAIのIMSAI8080などの 「互換」 機が 登場 した ことな ど もあ り,1975
年 中に実 際 に販 売で きたの は約5千 台 に止 まった。 しか しそ れで も当初 の数百 台 とい う売 り上
げ見込 みか らすれ ば,か な りの商 業的 成功 であ った。 大型 コン ピュー タで あれ ば数 百万 ドル,
ミニ コンで も数万 ドル とい う価 格の 時代 に,性 能がか な り低 い とは言 え,ハ ー ド本体 だ けであ
れ ば数 百 ドルで個 人が コ ンピュ ータを所 有 で きる という ことはマニ アた ちに大 いに受 け たので
あ る。
しか しAltair8800がそ の後 も人気 を保 ち,1976年には増設 メモ リカー ドな どの周 辺機 器 や
Microsoft製BASICなどの ソフ トも含め たMITSの売 り上 げが約1300万ドルに なる と ともに,
Altairシリー ズが最終 的 に約5万 台 も出荷 され るほ どに まで なった のは,Altair8800が単 に低価
格 で あ った ためだ けで はない。
Altair8800と同様 な低価 格 キ ッ トと しては,イ ンテ ル製CPU8008を使 用 したSCELBI-8Hが
Scelbi(SCientific,ElectronicandBIological)ComputerConsultingCo.から1974年3月に565
ドル で発売 されて いる。 またその年 の7月 には,イ ンテ ル製CPU8008を使 用 したMark-8プロ
ジ ェク トが 『RadioElectronics』誌 の表紙 を飾 って いる。 しか しどちら もあ ま り売 れなか った。
Mark・8プロ ジ ェ ク トは,価 格5ド ル の組 み 立 て説 明 書 は約7500部売 れ たが,イ ンテ ル製
CPU8008(価格120ドル)を 取 り付 け るため の回路 基盤(価 格47.5ドル)は 約400セッ トしか
売 れ なか った5)。またScelbiComputerConsultingCo.はSCELBI-8Hの後継機 種 と して ビジネ
ス市 場 をターゲ ッ トと したScelbi-8Bを1975年に販 売 したが200台しか売 れなか った6)。
Altair8800が,それ以前 の こう したマ イ コ ン ・キ ッ トと異 な り,か な りの成 功 を収め た背景
には,パ ー ソナル ・コ ンピュー タ ・システ ムの技術 的構 成へ の対 応が よ り優 れたマ シ ンであ っ
た とい うこ とが ある。 す なわ ち以下で論 じる ようにAltair8800が商業 的 に成功 した背景 的要 因
と して,後 のAppleIIやIBMPCにも共通す る一群の技術 的要素 一 技術 的規格 の オー プ ン化,
拡張 ス ロッ トに よる機能拡 張可能性,キ ラー ソフ トな ど 一 の存 在が あ った と考 えるこ とがで
きる。
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シス テム としてのパ ー ソナル ・コン ピュータ
パ ー ソナ ル ・コ ンピュ ー タ ・シス テム は,図1に 示 した よう な技 術 的構 成 を持 って いる。
Altair8800は,演算処 理装 置 と しての コ ンピュー タの ハー ドウェア部分 で あ り,こ の図1の 中
で は真 ん中下部 の網 掛 け部 分の位置 を占め る もの であ る。 ・
「演算 処理装置 と しての コン ピュー タ」 は,演 算処 理の対象 となるデー タを取 り込 むための
「入力 装置」,お よび,演 算:処理 の結 果 と しての デー タを出力 する 「出力装置」 の二つ と結合 さ
れて初 めてそ の本 来的機 能 を現実 的 に果 たす ことがで きる。 しか も,あ る特定 の 目的や処理の
ため だ けで な く,様 々 な 目的や処 理 の ため に使 えるた め には,様 々 な種類 の 「入力装 置」 や
「出力装置 」 と結合可 能 な ようにす るハ ー ドウ ェア的仕掛 け を必 要 とす る。 そ う したハ ー ドウ












































図1パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム
また 「演算処 理装置 として の コンピュー タ」 は,ハ ー ドウ ェア とソフ トウ ェアの二つ によっ
て構成 され てい る。ハ ー ドウェア を効率 的 に利用 す るためには,ハ ー ドウェア と対 をなす ソフ
トウェ アが相 対 的に独立 した存在 と して存在 す る必 要があ った。標 準装備 の初期/Mtair8800の
よ うに,ユ ーザーがパ ネ ル ・スイ ッチ のon/offによっ てマ シ ン語で プ ログラム をそのつ ど手動
で入力 す るのではそ の用 途 は限定 され た もの とな り,一 部 の熱狂 的なマ ニア層 を越 えて広 く使
える ようにはな らない。パ ソコ ンが広 く普 及す るため には,紙 テ ープ な り,フ ロ ッピー ・デ ィ
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スクな りで,事 前にあらかじめ作成 されたプログラムを 「自動」的に読み込 むことがで きるよ
うになっている必要があった。また,ソ フ トウェアが紙テープやフロッピー ・ディスクなどと
いった物理的媒体(外 部記憶)と して相対的に独立 した存在 となることによって初めて,ソ フ
トウェア開発 に関する歴史的蓄積 とそれに基づく発展,お よび,ソ フ トウェアの販売 ・流通が
可能 となったのである。
Altair8800がパーソナル ・コンピュータの先駆的存在 として商業的に成功 した技術的要因 と
しては,「初期のパ ソコンがハー ドウェアとしてはまだまだ未成熟なものであ りさまざまなオ
プシ ョンによる機能拡張に よって初めて使いものになるようなものであった」 とい うこと,
「システム としてのパ ソコンは様々な目的や用途 に使用可能な汎用的機械であるが,多 くの
人々はある特定の目的に限定 して使 うのであるから,ハ ー ドウェアとしてのパソコンそれ自体
は最低限の機能さえ保持 していればよ く,後は拡張スロットなどによって将来的な機能拡張が
可能な構造になっていればよい」 ということ,「パ ソコン関連技術のように激 しい技術:革新が
絶 えず生 じている分野では,パ ソコンの技術的評価に際 して,標 準装備 による現在の性能とと
もに,技術革:新によって近い将来に期待 される周辺機器の機能向上や価格低下によるメリット
をどの程度 まで享受で きる潜在的性能 も含めて評価する必要がある」 ということ,「システム
としてのパソコンはソフトウェアとハー ドウェアという二つの技術的要素か ら構成されるもの
であ り,ソ フ トウェアがなければハー ドウェアは機能 しない。 しか しハンダゴテなどを使いな
が らハー ドウェアを組み立てることのできる能力 とソフ トウェアを作る能力 をともに兼ね備え
た人間の数はごく少数 に限られる。そのため,キ ット的性格 を有 した1Mta三r8800のようなパソ
コンに関しては利用可能なソフ トウェアの有無が極めて重要である」 ということなどが挙げら
れる。
公開 された標準規格 に基 づ く拡張 スロ ッ トによ るハ ー ドウェアの機 能拡張
標 準装 備のAltair8800は極 め て貧 弱 な機 能 しか有 してはい ないが,拡 張 ス ロ ッ トに様 々な拡
張 カー ドを指 す こ とで機能拡 張が で きた。 この点でAltair8800はそ れ以前 のマ イコ ン ・キ ッ ト
とはか な り性格 を異 に していた。
初期 の/Mtair8800は図1の よ うに,標 準 で は4本 の拡 張 ス ロ ッ トしか装備 してはい なか った
が,ケ ー ブル接 続 で さらに何 本 か の拡張 ス ロ ッ トを増設 で きるよ うにな ってい た。 また1976
年10月 の1Utair8800a以降 の機 種 は標 準で18本 もの拡張 ス ロ ッ トを備 える ようにな った7)。
Altair8800は高度 なマ ニア向 け と して,最 初の設計 段階 か ら拡 張 カー ドに よる機能 拡張 や性
能 向上が 可能 な よ うに設計 されて いた のであ る。例 え ば,IEEEComputerSocietyが発行 して
い る 『Computer』誌 の1975年2月号 に掲 載 されたMITSの広告8)では,「手 ごろ な価 格の コ ン
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ピュー タの時代 」 とい うタイ トルの 下 に,拡 張 ・ぐ＼
カ ー ドを利 用 して接 続 で きる周 辺機 器 と して,
「フロ ッピー ・デ ィス ク ・シス テ ム」,「CRT」,＼ ＼乞
、 ＼ ＼
「浮動小数点演算用 コプロセ ッサ ー」,「[割り込 ・ ≧ぐ＼
みを要求 してい る入力装置 を識別す るための]
・琴 」
謙 難 期 娩汐甥
なお,拡 張 ス ロ ッ トの コネ クタの ピン数 が100
本 で あ った こ とか ら,こ の拡 張ス ロ ッ トのバ ス
図2Altair8800の内部の写真規 格
はS-100と い う 名 称 で 呼 ば れ て い た 。[出 典]・ComputerClosetCollection・
醐 ・88・・の・・トの後に賜 したマシ・の多 く 燃 盤 肇識111跳;ll罪pcloset/
がこうした5-100規格の拡張スロッ トを装備 した
ことから,こ のバス規格はデファク ト・スタンダー ドとな り,最終的にはIEEEが定め る正式
の規格(IEEE696)として追加認定された。
パ ソコン分野のように技術革:新が激 しく進む分野では,公 開された規格に基づ く拡張:スロッ
トによるこうした機能拡張性の確保は極めて重要であった。それによ り個人が購入 したパーソ
ナル ・コンピュータの性能向上や機能拡張が可能 になるとともに,S-100バス規格 に基づ く
様 々な拡張カー ドや周辺機器が,MITSだけでな く数多 くのサー ドパーティから発売されるよ
うになった。公開された安定的規格 に基づ く将来的な機能拡張可能性の存在によって,将来的
な技術革新を育み受けとめるハー ドウェア的プラッ トフォームとしてのAltair8800が多 くの
人々に受け入れられたのである。
利用 可能 な出来合 いの ソフ トウェアの存 在
Altair8800の技 術 的優位性 には,BASICとい うプ ログラ ミング言語 が動 いた とい うこ とが あ
る。 ただ しAltair8800は標 準で はた ったの256バイ ト(256キロバ イ トで はな い!)のRAMし
か搭載 されて い なか ったの で,BASICを動 か す には メモ リ増 設 が必要 で あ った。 しか も最初
はRAM価 格 が高 か ったこ と もあ り,そ の増設 用の メモ リの大 きさもたった の4KBと 限定 され 、
た もの であ った。
PaulAllenとBillGatesは1974年・12月か ら4KBの メイ ン ・メモ リのAltair8800で動作 する よ
うにBASIC言語 を うま くス ケール ダウ ン して移植 す る作 業 に取 りかか るにあた って1Utair8800
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の実機 を入手 す る こ とが で きなか ったの で,Gatesがその 当時在籍 して いたハ ーバ ー ド大学 の
コン ピュー タ ・セ ンター にあ ったDECの ミニ コンPDP-10上で8080をエ ミュ レー トし,約8週
間後 の1975年2月に はひ とまず完 成 させ た。2月 下 旬 にはAllenがアルバ カーキ にあ ったMITS
でデ モ に成功 した。その後,Allenは勤 めて いたHoneywellをや め,MITSの ソ フ トウェ ア部長
に なった(も っとも ソフ トウェア部 門にはAllen一人 しかい なかった)。
1975年7月22日には8080用BASICに関 してMITSと正式 に契 約 をお こな った。その 契約 内
容 は,BASICのライセ ンス供 与 に ともな う使 用料 として3,000ドルを受 け取 る とともに,MITS
に よ って ライセ ンス され るBASIC1本ご とに規定 の金額(4KBメ モ リ用バ ー ジ ョン1本 につ き
30ドル,8KBメ モ リ用 バー ジ ョン1本 につ き35ドル,12KBメ モ リや16KBメモ リな どのマ シ
ン用 の拡 張バ ー ジ ョン1本 につ き60ドル)を 受 け取 る とい うもので あ った9)。
Altair8800でプ ログラ ミングを可能 とす るBASIC言語 はマ ニア たちの 間 に瞬 く間に広 ま り,
マ イク ロプロセ ッサニ を使 った コ ンピュー タにおける事実 上の標準 的 なプロ グラ ミング言語 と
な った。 そ う した普及 の背景 には,MicrosoftのBASICがマ ニ アの 問で大量 に 「不正」 コピー
され た10)ことが あ った と考 え られる。 コ ピーされて よ り多 くの人 に使 われ る ようにな るこ と
でデ ファク ト ・ス タ ンダー ドとな ったので ある11)。
なお1975年後 半 には,フ ロ ッピー ・デ ィス ク版 のBAsIc(DiskBAsIc)が開発 された。 フ
ロ ッ ピー ・デ ィス クのサ ポー トとい う機能拡張 に よ り,そ れ以前 の紙テ ープに記録 され たプ ロ
グ ラム を読み 込 む方式 よ りも大量 の デー タを より素早 く読 み書 きで きるよ うに なった。
(2)1970年代 後 半 に お け る 米 パ ソ コ ン市 場 の 急 激 な 成 長
197C年代 中頃 におけ る米パ ソ コン市 場の規模 と将 来的成 長性
MITSのAltair8800が1年間に100万ドル の売 り上 げ を記録す る な どか な り売 れた とは言 って
も,1970年代 中頃のパ ソコ ン市場 はIBMの ような大 きな会社 か ら見 れ ば,か な りマ イナ ー な
市 場 で しかな かった。IBMの1975年の総収入 は約144億 ドル,純 益 で さえ約20億'ドル12)とい
う巨 大 な規模 で あっ たか ら,IBMに とって1975年当時 のパ ソ コン市場 は まった く小 さな市 場
に しか過 ぎなか った。
しか も1970年代 中頃の時 点Zは パ ソ コ ン市 場が現 在 の よ うに大 きくなる とは,Intelの共 同
設立 者 で最高 経営幹 部で あ るG.E.Mooreも予 測 してはい なか った。1975年にTedHoff,Justin
Rattner,StanMazor,TerryOpdendykとい った4人 のIntelの有力 な技術 者 たちがMooreに対 し
て8080を利用 したパ ソコ ンの提 案 をお こなったが,Mooreはその提 案 を採用 しなか った13)。
Mooreはその時 の ことを回想 して,「Intelは,開発 したMPUの 普及 に も力 を入れ た。電卓 用
か らエ レベー ターや信号 の制御用 と して需 要 は拡大 してい たが,さ らに有望 な用途 を探 してい
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た。七 〇年代半 ば だったか,今 で言 うパ ソコ ン向け と して使 えるので は とい うアイデ アを,あ
る社 員が持 って きた こ ともあ った」 の であ るが,「 この ころ,す で に簡単 な ホー ムコ ンピュー
ターが 出回 り始 め てい たが,パ ソコ ン時代 の到来 な ど思 い も寄 らなか った」14)ので その提 案
を却下 した,と 述べ ている。
米パ ソ コン市場 の 中心 的性 格の変 化 一 「ハ ー ド中心 の ブーム」 か ら,「ハー ドとソ フ トの
協調 によ るブーム」へ
Mooreは上記 の ように語 って はい るが,後 知 恵的 に言 えば,Altair8800の登場 を契機 と した
1970年代 後 半以 降の パ ソ コン ・ブーム は,マ ニ アを 中心 と した 「商 業」 的成 功 とは言 え,そ
れ以前 のマ イ コン ・キ ッ ト・ブー ムとは性格的 に質 を異 にす る点 があ った。 それ は,そ れ以前
のパ ソコ ン ・ブー ムが 「ハ ー ド中心の ブー ム」 に過 ぎなか ったのに対 して,今 度 のパ ソコン ・
ブーム はCPUの 性 能向上 とメモ リの相対 的 な価格 低下,MicrosoftによるCPU8080上べの プロ
グ ラ ミング言 語BASICの移植 な どを背景 と して 「ハ ー ドと ソフ トの協調 に よるブー ム」へ と
性格 を変 えていた とい うこ とであ る。
そ して1970年代 後半 にな り,プ ロ グラ ミング言語 だ けで な く,CP/Mと いった標準 的OSの
登場,お よび,VisiCalcなどの ビジネス用 ア プ リケー シ ョン ・ソフ トの登場 に よってパ ーソナ
ル ・コ ンピュー タ ・ブ ームの内容 の性格 変化 は決定 的 な もの とな った。OSや ア プ リケ ーシ ョ
ン ・ソフ トの登 場 に よ り,マ ニ アだけで な く,普 通の人 で もパ ソコンを様 々 な作 業で次 第に利
用 で きる よ うにな った。す なわ ち,VisiCalcマシ ンと してのApplelIへの ビ ジネスマ ンの人気
に見 られ る ように,1970年代 後半 か らパ ソコ ンは単 なる 「マニ アの趣 味 のため の機械 」か ら
「ビジネ ス用 マ シ ン」へ とそ の性 格 を変 え始 め たので あ る。 人気 を博 したア プ リケー シ ョン ・
ソ フ トと しては,VisiCalc以外 に も,ワ ー プロ ソフ トのWordStarが1978年に,デ ー タベ ース
ソ フ トのdBaseIIが1981年に出荷 されて いる。
こう して1981年には,米 国 で出荷 され たパ ソ コンの 内で,家 庭用 と教育 用が ともに約10%
を占め るに過 ぎず,残 りの約80%が ビジネス用で あ った と推定 され る15)ほどに まで なったの
であ る。 こう して1981年頃 には,MITSのAltair8800の初期 お よびそ の前 後 のマ ニア を対象 と
した 「マイ コン ・キ ッ トの時代 」 は終 わ りを告 げ,多 くの人 々に ビジネス用 の商 品 と してパ ソ
コ ンが認知 され る ようになってい た。
AppleのApplell,CommodoreのPET,TandyのTRS-80の成功
パ ソコ ンの こ う した性格 変化 を背景 と して,ア メ リカのPC市 場 は1970年代後半 に大 きな飛
躍 を遂 げ るこ とに なっ た。1977年に は,AppleのApplelI(1997.4),CommodoreのPET
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(PersonalElectronicTransactor,1977.7),TandyのTRS80ModelI(Tandy-RadioShackZ-80
Computer,1977.8)が発 売 され た。
これ らの マ シ ンの ヒ ッ トに よ り,パ ソ コ ン市場 は さ らに拡大 し,1977年に は1年 間 に4万
8000台が出荷 され た,と 推定 され てい る。パ ソコン市場 の拡大 は1970年代 後半 にさ らに進み,
1979年に18万台,1980年に29万台,1981年に70万台 とい うように急 激な拡張の一途 をた どった。
Applellがビジネス向け市場で成功 をお さめた技術的要因
一 高度の拡張可能性,オ ープン ・アーキテクチュア,FDDの サポー ト,表 計算ソフ ト
VisiCalc一
次 に,こ れ ら3機 種 の 内で ビジ ネスマ ン向 けに
特 に好 評 で あっ たAppleIIに焦 点 を当 てなが ら,な
ぜAppleIIが他機 種 の2倍 以 上 の価 格 であ った に も
関 わ らず ビジ ネスマ ン向 けに好 評 を博 したの か と
い うこ とにつ い て その マ シ ンの技 術 的構 成 の視点
か ら分 析 して い くこ とに しt一.い。(AppleIIが人気
を博 してい た こ とは,IBMPCの 開発 プ ロジ ェク
ト ・チ ー ムの リー ダー で あ ったP.D.Estridgeが,
自宅 にAppleIIを持 ち,遊 び道 具 として使 っていた
とい うエ ピソー ド16)に象 徴的 に示 され てい る。)

















月)に18万 台近 くと川頁調 な伸 び を示 し17),1981年8月に は累計 販売 台数が30万 台 を超 える ま
で にな った。
その結果 と してAppleの年 間売 上高 も,会 社発足 時の1977年の88万 ドルか ら順調 に増大 し,
1999年には4,800万ドル に,そ して1980年には約1.9億ドルに まで 急成長 した。 さらに1982年
に はパ ー ソナ ル ・コン ピュー タの メー カー と して 年間売 上高10億 ドル を初 め て超 える業績 を
挙 げてい る。
AppleIIのこ う した ヒ ッ トに寄与 した技術 的要素 はい くつかあ るが,1Utair8800と共 通す る点
と して は,① 「拡張ス ロ ッ トが8個 もあ った とい うほどの拡張性 の高 さ」 や,② 「オー プ ン ・
アーキ テクチ ュアであ ったこ と」 こ とが ある。
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拡 張 スロ ッ トの数 に関 して開発 の段 階 では,SteveWozniakが「コ ンピュー タ本 来 の多 目的
性 の確保 のため に数多 くの拡張 ス ロ ッ トを備 え るべ きだ」 と主張 したの に対 して,SteveJobs
が 「拡張 ス ロ ッ トは プ リンター とモ デムのため の2本 だけで よい」 と主張 し,争 い にな った と
言 われてい る18)。
しか しなが ら結 果 と して8本 の拡 張 ス ロ ッ トを備 えた こ とに よ り,AppleIIは競合機 種 よ り
も技術 的 に絶対 的な優位性 を持 つ ことが で きた。TRS・80やPETはAppleIIのよ うな機能 拡張 性
を持 っ てい なか った ため19),内蔵 メ イ ン ・メモ リ を拡 張 す る こ とがで きず,表 計 算:ソフ ト
VisiCalcを利 用す る こ とがで きなか ったので ある20)。後 述す る よ うにこの こ とはAppleIIにと
って極 めて重要 なこ とであ った。
また,ZilogのZ80とい う8080互換CPUを 用 い たMicrosoft製の拡 張 カー ドを差 す こ とで,
Applell本来のCPU6502に代 わっ てZ80が動作 す るよ うにな り,そ の当 時の8ビ ッ トCPUパ ソ
コ ンにおけ るデ フ ァク トス タ ンダー ドのOSで あ ったCP/M80をApplelIで動 作 させ,8080系
CPUを搭載 した5-100マシ ン上 で動 いて いた様 々 なアプ リケ ーシ ョン ・ソ フ トをApplell上で
動か す ことが で きたの も,AppleIIのこ うした拡張性 の高 さに よる もので あった。
AppleIIがその ア ーキ テク チュ ア をオー プ ンに したの は,CPUと してMOSTechnologyの
6502を使 ってい た こと も関係 してい る。 このCPUは 当時 の主流 のCPU8080とは互換 性 のない
CPUであ った。そ のた め8080用に開発 された ソフ トウ ェアはそ の ままで は動 か なかっ た。 そ
れ ゆえCPUと して8080を使用 してい るマ シ ンに対 抗 して,AppleII上で動 くソフ トウェアを
よ り多 く確保す るため には,ソ フ トを開発 しやす い ようにそのア ーキテ クチ ュア をオープ ンに
す る必 要があ ったので ある。
AppleII独自の技 術 的要素 と して は,① フロ ッピー ・デ ィス ク ・ドライブ を低 価格 で提供 で
きた こと,② 表計 算 ソ フ トVisiCalcがしば ら くの 間AppleII上で しか動 かなか った こ との二 つ
があ った。
AppleIIも,発売 開始 当初 は カセ ッ トテ ープ を利 用す る しか なか った が,カ セ ッ トテ ープに
よるプロ グラムや フ ァイルの読み込 みや書 き込 みの速度 は極 めて遅か った。 フロ ッピー ・ディ
ス ク ・ドライブは カセ ッ トテ ープ と比べ てか な り速 か ったので,1978年7月には フロッ ピー ・
デ ィスク ・ドライブが595ドル 〔発売前 に予約 していた場合 は495ドル〕で発売 され た。
フ ロ ッピー ・デ ィス ク ・ドライブの サ ポー トを主 張 した の は,当 時Appleの会長 で あ った
MikeMarkulaであ る。Markulaは,Intelで主 に財 務 関係 の仕事 を していた関係 か ら,「会計処
理 をお こな った結 果 の財 務 デー タ をフロ ッピー ・デ ィス クに保 存で きれ ば,AppleIIを中小企
業 の オーナーた ちに売 るこ とがで きる」 と考 えたので ある21)。
た だ し,フ ロ ッピー ・デ ィス ク ドライブ を内蔵 したパ ソコ ンそ れ 自体 は,す で に1975年に
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IMSAssociates,Incから MSAI8080として発 売 されて お り,ApplelIが最初 だ ったわけで はない。
Altair8800の互換 機であ るIMSAI8080(1975)は2基の8イ ンチ ・フロ ッピー ・デ ィスク ・ドラ
イ ブ をす で に内蔵 してい た。IMSAI8080も好評 を博 し,1975年12月の発 売 開始 か ら1979年9
月 までの 問 に総 計 で約1万7千 台 を越 え る販 売台数が あ った と言 われ てい る22)が,AppleIIほ
どヒ ッ トしたわ けではなか った。
ApplellとIMSAI8080のこう した差異 を もた ら した決定 的要 因 はそれ らの マ シ ン上 で どの よ
うなア プ リケー シ ョン ・ソフ トが動 い たのか とい うこ とで あ る。他 の マ シ ンに対 す るAppleII
の強み は,VisiCalcとい う世 界最初 の表計算 ソフ トが発 売後最初 の1年 間はAppleII上で しか動
か な か った こ と にあ る 。前 述 した よ うに,AppleIIの競 合機 種 で あ るTandyのTRS-80や
CommodoreのPETは,その機 能拡 張性 に関す る制 限の ため に,VisiCalcを動 かす の十分 な メ
モ リを装 備 で きなかったので ある。
Jobsは,VisiCalcとい う表計 算 ソ フ トの登場 が 「AppleIIにとって最大 の出来事 だ った と思い
ます」23)と語 っ てい る。実際,そ の 当時,150ドル程 度の価格 のVisiCalcとい うソフ トを使 い
た いが ため に,そ の10倍以 上の価 格 のApplelIを買 ってい った ビ ジネスマ ンが何 千人 もい た,
と言 われ て い る。 そ う したこ とか らAppleIIは,VisiCalcマシ ンと呼 ば れる こ ともあ ったほ ど
で あ る。Wozniakによれ ば,VisiCalcが登 場 して以 後,AppleIIの売 り上 げの90%が ス モ ー
ル ・ビジネス 向け のもの にな り,AppleIIがもともとターゲ ッ トとしてい たhomehobby市場向
け はたった の10%に 過 ぎな くな って しまっていた24)。
(3)1981年当 時 の パ ソ コ ン市 場
1981年の米 国パ ソコン市 場 … 出荷 台数70万 台,売 上 金額10億 ドル
CommodoreがPETの後 継機種 と して1981年1月に発 表 したTheCommodoreVIC-20は,300
ドル で カ ラー グ ラフ ィ ックス が取 り扱 え るパ ソコ ン と して人気 を博 し,最 盛時 に は一 日に
9,000台の生 産 を記録 す る な どヒ ッ トし,最 終的 に100万台の販 売台 数 を記録 した最 初 のパ ソ
コン とな った。そ して1982年にはその総販売額が3億5百 万 ドル にまで達 した。
アメ リカで は1981年に1980年よ り3倍 も多 い70万台のパ ソ コ ンが 出荷 され,売 り上 げが10
億 ドル以 上 に達 した と推 定 されて い る25)。また市 場 シェ アは,Tandyが約35%,Appleが
30%強,Commodoreが20%,Atariが5%前後,』NECとシ ャー プの両社 合計 で約5%と 推 定 さ
れ ているQ
1981年における世界のパソコン市場の推定シェア ーAppleがトップ
1981年における世界のパソコン市場の推定シェアは,下 表のように,米 パソコン市場 とは
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順位 が異 な り,Appleがトップで23%の シェア,次 いでTandy,Commodoreの順 にな ってい た
26)。 日本 のパ ソ コ ン市 場 は,ア メ リカの数分 の一 の規模 で あ ったが1979年度頃 よ り徐 々に立
ち上 が りは じめ,1981年にはNECのPC8001シリーズ が大 ヒ ッ トした こ ともあ り,日 本 のパ ソ
コ ンメー カーNECが 世 界市場 にお いて もIBMよ りも上位 のベス ト5に入 っている。




















2.IBMのPC市場参入時の戦略 一 旧Mは パ ソコン市場参入への遅れの不利を
どのよ うに克服 しようとしたのか?
(1)IBMのパソコン開発前史 一IBMにおける 「パソコン」的製品開発の試み
パ ソコ ン市場 は上記 に見 て きた よう
に1970年代 後 半期 に急 激 に成 長 を遂
げ た。IBMの パ ソ コン市場へ の参入 は
1981年のIBMPCに よって行 われ たの
で あ るが,そ れ までIBMは パ ソ コ ン
開発 に関連 して まった く手 を打 たなか
ったわ けで はない。1981年のIBMPC
以前 に も 「パ ソ コン」 的 な製 品 開発 の
試み はすで に何度 か実施 され ていた。
例 えば,GeneralSystemsDivision
図51BM5100PortableComputes
(GSA)が 担 当 し た1973年 のSCAMP[出 典]h賃p://www.1㎞ .com/ibm/history/catalog
(SpecialComputer,APLMachine
Portable)プロ ジ ェ ク ト で は,約 半 年
/itemdetail59,html
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間 で プ ロ トタ イ プの 開発 に こ ぎつ け て い る。 そ の プ ロ トタイ プ の マ シ ンで は,APL(A
computerProgramming正anguage)とい うイ ンタープ リター型(対 話型)の プログ ラ ミング言
語 が動 いた。
この プ ロ ジェ ク トの成果 に基づ いて さ らに開発 が進 め られ,1975年9月 に は,IBM5100
PortableComputerが発 表 された。 そのマ シ ンは,PALM(PutAllLogicinM三crocode)と呼 ば
れるIBM製 のCPUを 搭 載す る とと もに,APLお よびBASICとい う二 つの プロ グラ ミング言 語
を利 用 で きた。 当時 はそれ と同等 の能 力 を持 つコ ンピュー タの重量 が約500kgもあ った こ とか
ら,こ のマ シンの名称 に はPortableとい う単語が 使 われ てはい るが,そ の重量 は約23kgもあ
り,現 代 的な基準 ではPortableとは て も言 える もので はなか った。
またそ の販 売価 格 は表1に 示 した ように,
搭載 メモ リ量(16K,32K,48K,64K)および搭
載言 語 に よって異 な るが,$8,975～$19,975
とい う ミニ コ ン レベ ル または そ れ に近 い価
格 帯 で あ っ た 。 こ う した 意 味 に お い て,
IBM5100PortableComputerは一般 的な意味
においてパ ソコンと呼べ るものではなかった。














(1978年1月発 表,2月 出荷 開始)27),IBM5120(1980年2月,価格 は$9,340～$23,990)28)と
い う ように引 き続 き開発 が進 め られた。
な おIBMPCと 深 い 関 わ りを持 つパ ソ コン的製 品 と しては,IBMsystem/23Datamaster
(1981年7月に販 売 開始)が あ る。 そのマ シ ンの開発 にはBillLowe,'P.D.Sydnes,LarryRojas,
LewisEggebrechtなどIBMPCの 開発 チ ー ムの内 のか な りの人数 が携 わ ってい たの であ る。
IBMsystem/23Datamasterは,smallbusiness向けの手 頃な価 格 の コンピュー タと して1978年
2月 に開発 が開始 され た。Datamasterは,IBM製の8イ ンチFDDを 採用 し,IBM製 のOSや ア
プ リケー シ ョン ・ソフ トで動 くマ シンであ り,文 字 コー ドに当時 のパ ソコ ンで主流 のASCIIコ
ー ドで はな く,IBMの 大 型 コ ンピュ ー タで採用 され て いたEBCDICコ ー ドを採 用 す るな ど
IBMの世界 に閉 じたシス テムであ った。
このマ シ ンは,最 初 に開発 したBASIC言語 をIBMSystem/34のBASIC言語 に合 わせ るた め
の手直 し作業 に1年 近 くの時 間 を取 るな ど,他 の従 来のIBMマ シ ンとの 間での互換性確 保の た
めの作 業 の ため に余計 な時間が かか った ため,販 売価格 は,FDD,HDD,プ リンターな しで
3300ドル,FDDと プ リンター付 きで9830ドル と,そ れ までのIBMの マ シ ンに比べ ればか な り
低 価格 で あった に も関わ らず,IBMPCの 販売 開始 に と もない,ほ んの2,3ヶ 月で時代 遅れ の
マ シ ンとなって しまった。
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(2)サー ドパ ー テ ィの 活用 とオープ ン ・アー キテ クチ ャ方 式 によ る短期間 で の開発
上記のプロジェク トは,パ ソコン開発 とい う視点から評価すれば結果的に失敗に終 わった。
市場で販売で きるような商品としてのパ ソコンを,社内製造 を基本 として開発することには成
功 しなかったのである。
IBMPC以前 のパ ソコン的製品開発 の 「失敗」の一方で,前 述 したようにパ ソコン市場は急
速な拡大を続けるとともに,パ ソコン市場が次第にビジネス分野にまで拡張 し始めていた。ま
たパ ソコン用CPUに関する技術革新が進み,1978年には16ビッ トCPUが登場 していた。
lBU方式での短期間(1年 間)で の商品開発
こうした状況の中,IBMは急速に発展 しつつあるパソコン市場に早 く参入する必要に迫 ら




の6月か7月頃,… 改めてAppleに負 けない製品を作 るためのプランを立てるよう部下た
ちに要請 した」30)のである。
IBMの最高意思決定機関の企業経営委員会で最終的には1980年8月6日にパ ソコンの開発事




開発期間が1年間 という短期 間に限定されたため,CPUやOSといったパ ソコンにとっての
基幹的構成要素を新規 に一から開発するのでは時間が不足することになり,自社ですべ てを調
達するというIBMのそれまでの伝統的なや り方を貫 くことは困難であった。
またそ うした時間的制約 とともに,販売単価が極めて高 く長期的視点から研究開発が進め ら
れる大型 コンピュータ事業を中心的な事業 としているというIBMの社内特性 に起因す る制約
もあった。新製品の部品や周辺機器を内部調達 したとすると,他社から外部調達 した場合と比
較 してコス ト的に割に合わないもの とならざるを得 なかった し,パ ソコン市場のように技術変
化や価格変化の素早い市場への対応という面で も困難が予想 されたのである。
実際,IBMPCの開発チームは,IBMSystem/23Datamasterやミニコン 「Series1」など先
行の開発プロジェク トにおける自らの経験 に基づき,ハ ー ドもソフトも自前で開発することが
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開発 期 間の長期化 や製 品の高価格化 につ なが る とい う問題 を認識 していた3])。
その ためIBMPCは1数 多 くの既存 の市販 製品 を利用 す る方 向で開発 が進 め られ た。 主要 な
自社 製 品は,BIOSとキーボ ー ドとPCケ ース だけであ った と言われ てい る。例 え ば,回 路 基盤
(Printedcircuitboard)はSCI(SpaceCrafterInc.)から,デ ィス ク ドライブ装 置 はTandonか
ら,PC電 源 はZenithから,プ リンター は 日本のエ プ ソ ンか ら供 給 を受 けた 。そ して また,そ
う した周辺 的機器 に止 まらず,パ ソコ ンの 中核 的技術 要素 に関 して も,OSをMicrosoftから,
CPUをInte1から とい うように外部 調達 をお こなった。
オ ープ ン ・ア ーキテクチ ュア戦略
またIBMは,パ ソ コ ン市 場 に遅 れ て参 入 した こと もあ り,IBM-PCに関 して は回路 図や
BIOSのソース ・コー ドなど様 々 な技 術情 報 や仕様 を別売の技術 マニ ュアル で公 開す る とい う
オー プ ン ・アー キテクチ ュア戦略 を取 った。 こう した オープ ン戦略 は,IBMPCに 先行す る商
業 的 に成功 した先 行パ ソコ ンの/Utair8800やAppleIIでも取 られた戦略で あ った。
IBMがMITSやAppleと同様 に こ う したオ ープ ン ・アーキ テクチ ュア戦略 を取 ったの は,自
社 で ソ フ トや周 辺 機器 の開発 を進 め て も時 間的に 間に合 うか どうかが 問題 だ った ためで は な
い。他 社 か ら外部 調達 す るに して も,ア ーキテ クチ ュア を一般 的 に公 開する必要 は ない。 そ う
しな くて も外 部調 達は可能 であ った。
IBMPCの 開発 チ ームは もっ と別 な理 由か らオー プ ン ・アーキ テクチ ュア戦略 を進 め たので
あ る。 理 由の 第一 は,IBMPCの 開発 プ ロ ジェク ト ・チ ーム の リー ダーで あ ったEstridgeが
1982年に受 けた イ ンタ ビューの 中で 「わ れわれ は,極 め て幅 広 い ソフ トウ ェア を取 りそ ろ え
る こ とがIBMPCを 普及 させ るための主 要 な要素 の一つ であ ろう と考 えていた。 たった一社 で
数多 くの ソフ トウ ェア を製作 す るこ とはで きない。 もし仮 に可能 であ った と して も,そ の ため
には極 め て長 い時 間がか かるで あろ う。 それゆ えわ れわれ は外部 の ソフ トウェア制作 者 や会社
に参加 して も らうようにす る必 要があ った。」32)と答 えてい るこ とに端 的に示 されてい る よう
に,IBMもMITSやApple・と同 じ く,市 場 での シェア獲得 のため,自 社 製のパ ソコ ンに対応 し
た数多 くの多種多 様な ソフ トウェアが速や か にサー ドパ ー ティ よ り開発 され るこ とを望 んだの
で ある。
この点 に関 しては後 年 にな り,W.C.Loweも「パ ソコ ンで は,ソ フ トウェアはい ろい ろな人
が か って に書 き,勝 手 に販売 す る。 ・・ ・… すべ て をIBMが コ ン トロ ール す る ような考
え方 は通用 しませ ん。 そ こが大型 コ ンピュー タとまった く異 なる点で した。 成功 する ため には
Appleのパ ソ コン用 ソ フ トウ ェアよ りも数多 く,し か も多種多様 なソ フ トウェ ァをIBMパ ソ コ
ンのため に書 いて もらわなけれ ばな らない と思 ってい ま した。」33)とい うよ うに同趣 旨の こ と
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を述べ てい る。
理 由の第二 は,単 に数量 的 な問題 だけでな く,自 社 で開発 を進 めて も市販 の製品 よ りも優れ
た製 品が作れ る とは限 らない とい うこ とにあ った。ハ ー ドウェアの普 及 にはキ ラーソ フ トの存
在が大 きい 鋤 が,IBMPCの 開発 チー ムは,Estridgeが先の イ ンタビューで答 えてい るよ うに,
Microsoftのプ ログラ ミング言語BASICやVisiCorpの表計算 ソフ トVisiCalcを超 え るよ うな優
れ たソ フ トウェ アを自社 で開発 で きる とは考 えてい なか った。
実 際 に歴 史 的結果 と して も,IBMPCの その後 の普及 に もAppleIIの場合 と同 じよ うに他社
製 の表計算 ソフ トが 大 きく関 わって いる。IBMPC向 けに は,AppleIIから移植 され たVisiCalc
以外 に も,Microsoftが1982年夏 にMultiplanを発 売 して いるが,特 に ヒッ トしたのが1982年
11月にLotusから発売 された表計算 ソフ ト 「Lotus1-2-3」であ った。Multiplanは,VisiCalc同
様,IBMPC以 外 の様 々なパ ソコ ン上 で も動 くことを前提 に開発 され ていたが,Lotus1-2-3は,
公 開 された アー キテ クチ ュア に基づ い てIBMPCの ハ ー ドウェア構成 に合 わせて作 り込 まれた
ソ フ トであ った。 す なわち,IBMPC専 用の ソ フ トウ ェアであっ た。動 作 には多 くのメモ リを
必 要 とは した ものの,IBMPCの ハ ー ドウェア構 成 に合わせ て作 り込 まれ ていた ので,動 作が
圧倒 的 に高 速で あ った。そ の結 果 と して,VisiCalcを使 い たいが ため にAppleIIを買 う人が続
出 した の と同様 に,1983年末頃 にはLotus1-2-3を使 いたいが ため にIBM-PCを買 うユーザ ーが
続 出 した と言わ れるほ ど,大 ヒ ッ トした。
この よう にIBMの ブ ラ ン ドカが 強か っ たこ と もあ り,IBMの オー プ ン ・アーキ テ クチ ュア
戦略 の結果 と して,早 くか ら数 多 くの会社が種 々の ソフ トウェアやPC関 連装 置の 開発 に関与
す るよ うに な り,結 果 としてIBMPCの 普及 を促 進す る結 果 となった。
BIOSのソース ・コー ドの公 開 と著作権 問題 一 ク リーンル ーム方式 での互 換BlOSの開発
MicrosoftからOSの 著 作権 を買い取 る ことが で きなか った(あ るい は,一 説 に よる とDigital
Researchなど との著作 権 トラブル の直接 の当事 者 に なる こ とを恐 れて買 い取 ろ う とは しなか
った)た め,IBMが 自社 のパ ソ コンに対す る互換 機 の登場 を阻止す るため に残 された有効 な
法 的手段 と してはBIOS(BasicInput/OutputSystem)の著 作権 に基づ く対抗措 置 ぐらい しか な
か った35)。
BIOSは,ROMの 中に書 き込 まれた ソ フ トウェアであ り,コ ン ピュー タに接 続 された フロ ッ
ピー ・ディス ク ドライブや キーボー ドな どの周辺 機器 とパ ソコ ンとの デー タのや り取 りを制御
す る一群 の フ.ログラムであ る。 それ ゆえ,BIOSに関す る権利 は法律 的 には著作権 で保護 され
る ことになる。
IBMは,オ ープ ン戦 略 に よ りBIOSのソー ス ・コー ドを公 開は したが,BIOSの 著作権 を放
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棄 したわけ では なか った。 したが って,公 開 され た ソース ・コー ドその ま ま用 い るこ とは もち
ろん の こと,そ れ らを参考 に して互換BIOSを開発 す るこ とも著作権 法違反 とな る。
またEPSONに よるNECのPC9801互換機 開発 の事例 に示 されて いる よ うに,ソ ース ・コー
ドの公 開が な くて も リバ ース ・エ ンジニ ア リング によ り互換BIOSの開発 は可能 であ る。
そ れゆ え 「IBMがBIOSのソー ス ・コー ドを公 開 した ため著作 権 に触 れ ない互換BIOSの開
発が 可能 に なった」 とい う記 述が 一般 によ く見 られ るが,こ れは不 正確 な表現 で ある。
な お,BIOSの ソー ス ・コー ドの公 開 の有無 に関わ らず,IBMの 著作 権 を侵 害せ ず に互 換
BIOSを開発 す る には ク リー ンル ーム方式 で の開発 が必 要 と され た。 す なわ ち,ま ず 第一 に,
リバ ー ス ・エ ンジニア リ ングに よっ てBIOSのソース ・コー ドを取 り出 してそ の コー ドの機 能
を解析 し,次 に,そ う した解析 によって明 らかに なった諸 機能 を実 現す るプ ログラム を新 たに
一か ら創造 する,と い うよ うな プロセスで プ ログ ラム開発 を進 める ことが必 要 とされたので あ
る。
うが った見方 をす れば,IBMはIBMPCのBIOSを 一般 に公 開す る ことに よって,自 社 の著
作 権 に触 れず に互換BIOSを開発 す るこ とを極 めて 困難 に した,と 考 える こと もで きる。す な
わ ち著作権 侵害 を避 けるため に はIBMの 公 開 され た ソース ・コー ドをま った1く見 た こ とが な
い と証 明 されて いる プロ グラマー だけで新規 にBIOSを開発す る こ とが必要 とされるの であ る
が,BIOSの ソース ・コー ドが公 開 され た こ とに よ り,互 換BIOSの開発者 がそ の ソース ・コ
ー ドに触 れた こ とが ない とい うこ との証 明は非常 に困難に なったので ある。
こ う した状況 の下,ク リー ンル ーム
方 式 で の互 換BIOSの 開発 には 巨額 な 図61BM-PC
















IBMPCのスペ ック,お よび,拡 張 性の高 さ
IBMPC(TheIBMPersonalComputer)は,インテル製 の16ビ ッ トCPU8088(動作周波
数4.77MHz,0.33MIPS)を使 用 し,標 準 で40KBのROMを 搭 載 してい た。価 格 は,16KBの
RAM・ キ ーボー ド付 きで1265ドル,48.KBのRAM・ キーボ ー ド ・FDD1台付 きで2235ドル,
64KB(bRAM・FDD1台・DOS付 きの標準機 で2,665ドルであ った。 また大 きさは,幅20イ ン
チ,奥 行 き16イ ンチ,高 さ5.5インチ であ り,重 量 は,デ ィス ク ドライブ な しで約9.5kg,デ
ィス ク ドライ ブ1台 付 きで約11.3kgであった。
表21BMPCと 競合機種の堵較表36)
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IBMPCは,1Utair8800の18本とい うほ ど多 くは ないが,8本 の拡張 ス ロ ッ トを有 してい た。
キ ーボー ドとカセ ッ トテー プを接続 す るための イ ンター フェイス は,マ ザ ー ・ボ ー ド上 に搭 載
され ていたが,プ リン ター接 続 な どの ため のパ ラ レル ・ポー ト,フ ロ ッピー ・デ ィスク,画 面
表示機 能 などは拡 張ス ロ ッ トに拡張 カー ドを挿 す こ とで は じめて利用可 能 になった。
IBMPCが1Utair8800やApplelIと同様 に数多 くの拡張 ス ロ ッ トを有す る技 術 的設計 となって
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い た ことが,オ ー プン ・アー キテクチ ュア戦略 とあ い まって数多 くのサ ー ドパ ーテ ィに よる多
種多様 な周辺 機器 の開発 を促 進 したのであ る。
lBMvsAppie
IBMがパ ソコ ン市場 に参 入 した当 時,AppleはIBMPCの市場競 争 力 は低 い と考 えてお り,
IBMPCが そ れ ほ ど売 れ る とは考 えては いなか った。(も っ とも,IBMの マーケ テ ィ ング担 当
者 に よる販 売予 測 台数 も発 売後5年 間で24万1683台とい う もの であ り,さ ほ ど大 きな もの で
は なか った。)そ う考 えていた こ と,お よび,IBMと い う社会 的 に信 用力 のあ る会社 がパ ソコ
ン市場 に参 入 して きた こ とに よ り,AppleがVisiCalcを搭 載 したAppleシリーズで ター ゲ ッ ト
と して想 定 してい る ビ ジネス マ ン向 け市 場が これ まで以上 に拡 大 す る と考 えた こ ともあ り,
TheWallStreetJournallこ`WelcomeIBM,seriously."とい うタイ トルの1ペ ージ全 面広告 を打
ったほ ど,IBMの 市場 参入 を歓迎 した。
実 際,IBMがIBMPCを1981年10月 に発 売 を開始 した直後 の四半期(1981年10～12月)の
Appleの売 り上 げ は,前 年 同期(1980年10～12月)の6760万ドル に比べ98%増 の1億3360万
ドル とい う絶好調 ぶ りであ った。Appleは1982年になって も順調 に売 り上 げ を伸 ば し,パ ー ソ
ナ ル ・コン ピュ ー タの メーカー と して初 め て年 間売 上高10億 ドルを超 える まで になって いる。
そ の意味 でパ ソコ ン市場 の本格 的 な立 ち上 げ を期待 してAppleがWallStreetJournalに歓迎
広 告 を掲 載 した こ とは,そ の時 点 において は決 して的 はず れ なこ とでは なかった。パ ソコ ン市
場 へのIBMの 参 入 は,Appleにとって短期的 には決 してマ イナ ス要 因で はなか ったのであ る。
lBMPCの売 り上 げ
IBMPCは,Appleの予 想 お よびIBM自 身 の予想 を も超 えて大 ヒ ッ トした。1981年中 に約2
万5千 台 を販 売 し,1982年には19万台,1983年には70万台 を販売 した37)。こう しで5年 間で
約300万台 の販 売台数 を記録 す るまで になった。それ に ともないIBMの パ ソ コンの売 り上 げは,
1981年に4400万ドル,1982年に3億6400万 ドル,1983年に15億 ドル,1984年に40億 ドル,
1985年に60億 ドル,1986年に70億 ドル とい うように急激 に拡 大 してい った38)。
4.な ぜIBMは 旧MPCに8ビ ッ トで は な く16ビ ッ トのCPUを 採 用 した の か?
「16ビッ トCPUの採 用」 とい う方針 が 実質 的に誰 によ っていつ 頃 に決定 された のか に関 し
て,相 対 立す る二つ の見 解 一 「IBMが最初 か ら16ビッ トcpUの採用 を考 えていた」39)とい
う見 解 と,「Microsoft社のBillGatesがIBMに16ビッ トCPUを 採用 す る ように提 言 した」40)
とい う見 解 一 があ る。
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この点 に関 してGatesはさま ざまな機会 に,「IBMか らIBMPC用 のBASIC言語 の開発 に関
連 してア プローチが あ った時 に,自 分 の方 か らIBMに16ビ ッ トCPUを採用 す る ように提言 し
た」 のだ と述べ て いる。Gatesの証 言 に よれば,IBMが 最初 に想定 していたPCの 技術 的スペ
ックは,CPUは その 当時主流 であ った8ビ ッ トCPUで,OSはCP/Mと い うもの であ った。 こ
れ に対 してGatesは,商品の技術 的競 争力 向上 の ため に,16ビ ッ トCPUを 使 うよ うに ア ドバ
イス し,そ の結果 と してIBMが16ビ ッ トCPUを使 っ たマ シンを発 売す る ことにな った,と い
うの であ る。
こ うしたGatesの見 解 に対す る状況証拠 と しては,W.C.工oweが1980年8月にIBMの 企業経
営委員 会 にプ レゼ ンテー シ ョンの ため に提 示 したIBMPCの 最初 の プロ トタイプ機 は,CPUに
イ ンテ ルの8085を用 い たS-100マシ ンにOSと してCP/Mを 載 せ た ものであ った,と い うこ
とが ある。
実 際Gatesは,1997年3月25日号の 『PCMagazine』に掲載 された イ ンタビューの中で,PC
Magazine編集部 が 「IBMの中 には,Microsoftを訪 問す る以 前 に[16ビ ッ トCPUを 採用す る
とい う]決 断 を既 に下 して いた,と 言 ってい る人 もいるが ・・」 と質問 した のに対 して,「い
や そ んな こ とは ない。[IBMが最 初 か ら16ビ ッ トCPUを採 用 す るこ とに決 めてい た とい うよ
うな]そ んな こ とは誰 も言 っていない。JackSamsに聞 いてみ て欲 しい。彼 な らば知 ってい る
はず だ。8ビ ッ トマ シンで ま さに やろ う と してい たの だ。」 と反 論す る とともに,そ の根拠 と
してIBMがMicrosoftに最 初 に訪 問 して来 た時点 では 「Inte1はまだ低価 格で8088を提供 する と
約束 して はいなか った」 とい うこと,お よび,「彼 らの厳 しいスケ ジュールの観点 か ら言 えば,
8ビ ッ トマ シ ンの方 が好 ま しく,正 しい選択 は8ビ ッ トマ シンであ る,と 思 われ た。16ビッ ト
マ シ ンを選択 した こ とで,彼 らはスケ ジュール に関 してあ る程度 リス ク を抱 える ことになった」
とい うことの二点 を挙 げて反論 してい る41)。
16ビッ トCPUの採用 決定 に関 す る上記 の二 つの見 解 の どち らが正 しいに しろ,と もか くも
結果 と してIBMPCで は16ビ ッ トCPUが 採用 された。 で は1年 間 とい う開発期 間の限 定か ら
来 るス ケ ジュール的 リス クに も関わ らず,な ぜ8ビ ッ トCPUで はな く,16ビ ッ トCPUを採 用
す る とい う技術 的選択 が なされたので あろ うか?
一 つの理 由 は,表2に 示 されて いる ように,他 の競合機種 は8ビ ッ トCPUを使 った もので あ
ったか ら,最 初 に16ビ ッ トCPUを使 ったパ ソ コ ンとい うことでIBMPCは 販売 キ ャ ンペー ン
の面 で は相対 的 に有利 な地位 に立 つ こ とがで きた,と い うことで あろ う。
しか しなが ら,IBMPCの 発売 を正式 に初 め て公 表 した1981年8月12日のプ レス ・リ リー ス
42)ではそ の こ とは まった く強調 されて はい ない。現在 とは異 な り,一 般 的 には 内蔵CPUの 性
能 は さほ ど問題 とは され なか った に して も,"ahigh-speed16・bitmicroprocessor"とい う表現 で
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さ りげ な く触 れ られて い るtけ で あ る。 それ よ りも強調 され ているの は,VisiCorpのVisiCalc
やMicrosoftのBASIC言語 な ど多数 の ソフ トが対応 してい るとい うこ とで ある。IBMPCに お
いて オー プ ン ・アーキテ クチ ュア戦略 が採 用 され た理 由がそ うであ った ように,IBMPCの 開
発 チ ームが最 も重 要視 してい た ことは ソフ トであ った。
ソ フ トの視 点 か ら言 え ば,16ビ ッ トCPUを採 用す る こ とは,取 り扱 え る最 大 のメ イ ン ・メ
モ リ量 が大幅 に増 える こ とを技術 的 に意味 していた。D.BradleyがIBMPCの開発 か ら10年後
に書 いた 回想 記 の中で,16ビ ッ トCPUを 採用 した第 一の理 由 に挙 げ てい るの もこの こ とであ
る43)。またGatesは,IBMPCが出荷 されて か ら間 もない 『PCMagazine』誌 の19982年2月1
日号 に掲載 された インタ ビュ ーの中で,「16ビッ トマ イク ロプロセ ッサ ーは極 めて重 要であ る。
ただ しス ピー ドの ためで は ない。 …[確 か にス ピー ドが 速 いの も事 実 であ るが]16ビ ッ
トマ イクロプ ロセ ッサ ーが よ り優 れて いる主要 な理 由は,そ の ア ドレス空間が増加 して いる こ
とにあ る。」44)として,16ビ ッ トCPUで は リニ アに利用可 能 なメモ リ空 間が8ビ ッ トCPUの
64KBから大幅 に増 える ことが最 も決定 的 な要 因であ ると主張 している。
当時 の8ビ ッ トCPUの多 くは,シ ス テム ・バ ス幅 が16ビ ッ トであ っ たため,取 り扱 えるメ
イ ン ・メモ リの容 量 は64KBに限定 され てい た。 しか しなが らその よ うに メイ ン ・メモ リの最
大容量 が64KBに制限 され る ことは,デ ー タや プロ グラム ・コー ドを格納 す るため にそれ以前
よ りも大量 の メモ リ空 間 を必 要 とする ようにな って いた当時の アプ リケー シ ョン ・プ ログラム
にとって大 きな問題 であ った。
16ビッ トCPUを採用 すれ ば,当 時 の8ビ ッ トCPUが抱 えて いた 「メモ リ空 間に関す る64KB
の壁 」 とい うこ う した問題 を一挙 に解 決す る こ とで きるのであ る。 ソフ トの 開発会 社 であ る
MicrosoftのGatesが16ビッ トCPUの 採 用 を必要 不可 欠 と考 え たの は まさに この ためで あ っ
た。
5.な ぜlBMは,イ ン テ ル 製 の16ビ ッ トCPUを 採 用 し た の か?
(1)IBMPCの開発 当時 に存 在 した複 数の16ビ ッ トCPU
しか しなが ら16ビ ッ トCPUと言 って も,IBMPCの 開発 当時 に利用 可能 な16ビ ッ トCPUと
しては,Intelの8088と8086,Motorolaの68000,NationalSemiconductorの16032,Zilogの
Z8000などい くつ かの候 補が あ ろた。
これ らの16ビ ッ トCPUの 中で 「技術」 的評価 が最 も高 か ったのは,Motorolaの68000であ
る。68000は,16Mバイ トの リニア なメモ リ空間が確保 で きる とともに,DECの ミニ コ ンに類
似 した アーキ テ クチ ャで よ り洗練 され てお り,「技術 」 的評価 は高 か った。実 際,IBMPCの
開発 チ ーム も,MicrosoftのGatesも,68000の方 を高 く評 価 していた。
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これ に対 してInte1の16ビッ トCPUは,使 える メモ リ空 間が1Mバ イ トに限定 され ているだ
けで な く,そ の1Mバ イ トの メモ リ空 間 も64Kバイ ト単 位 のセ グメ ン トに分 割 されてお りリニ
アには使 え ない などCPUの ア ーキテ クチ ャか ら言 えばあ ま り 「美 しくない」 ため 「技 術」 的
評価 は相 対的 には低か った。
例 えば,「lntelの顧 客は 口々に,こ の プ ロセ ッサー 〔Motorolaの16ビッ トCPU68000のこと
…引用 者注 〕は優 れ ものだ と言 った。数年前 に8080と6800が比較 され た ときに もセ ールス部
隊 は この種 の嫌 み をあ ち こちで 聞い たが,今 回 はそ れ以上 だ った。 な じみ の顧 客 はMotorola
製品 を,設 計,処 理速度,価 格,そ して使 い勝手 とあ らゆ る面 か ら誉 めたた えた。」45)と言わ
れて いる。
実 際,そ の後,パ ソコ ン用 のCPUとLて はIntel系CPUの方 が よ り広 く普及 したが,パ ソコ
ンよ りも高価 格 で高性 能のWS(ワ ー クス テー シ ョン)用 のCPUと して はMotorola系CPUの
方が よ り広 く普及 した。 この ようにMotorola系CPUの方が 「演算」性 能 やア ーキテ クチ ャな
どの 「技術 」 的性 能 は高 か った。
上記 の よ うな 「技術」 的評価 にも関わ らず,IBMはIntelの8088とい うCPUを 最 終的 には選
択 した。 「電卓上 が りのプ ロセ ッサ ー」 な ど と椰 楡 された(電 卓用 に開発 された4004とい うル
ー ッ を持つ こ とか ら,こ の よ うに呼 ばれ た)Intel系CPUの方 をIBMは 選 択 したの で ある。
IBMは16ビ ッ トCPUの採用 にあ たって,技 術 的評価 の高か ったMotorola系では な く,Intelの
プロセ ッサ ーをなぜ選択 したので あろ うか?
(2)既存 ソフ ト資源 の活用可能性
IBMは,パ ソコ ン市場 へ の新規 参入 にあ た り,ソ フ トウ ェアに 関す る下 記 の よ うな先行 の
歴史 的資 産 を生 かそ うと考 えた。 その ため に はCPUそ れ 自体 に先行 のCPUと の歴 史的連続
性=互 換 性が必 要であ った。 そ うした歴史 的連続性=互 換性 とい う点か ら言 えば,イ ンテル系
16ビッ トCPUは 「技術 」 的 に極 め て優 れ たCPUで あ った。68000やZ8000は,それ らの会社
の先行 す る既存8ビ ッ トCPUとの間 に互換性 が なかったの であ る。
8ビ ッ トプロセ ッサ として成功 していたIntelの8080およびそれ の互 換CPUの 上 で動 いてい
た人気 ソフ トに,表 計算 ソフ トのVisiCalc,ワー ドプ ロセ ッサのWordStar,データベ ース ソフ
トのdBaseIIなどが あ った(な おOSはCP/Mで あ った)。そ うした人気 ソフ トの移植,お よび,
8ビ ッ トCPU用 に ソフ トを書 くことに熟練 した プロ グラマー の存在 を考 え た場 合,CPUそ れ
自体 に8ビ ッ トCPUとの連 続性(互 換 性)が 一定程度 あ ったほ うが有利 であ る。
そ の点,8088や8086は,8bitCPUとして ヒ ッ トしたIntelの8080やZilogのZ80など との互
換性 を強 く意識 して作 られ てお り,8080および その互換CPUを ターゲ ッ トとと して アセ ンブ
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リ言 語 で記 述 され た プ ロ グ ラム で あ れ ば,わ ず か な書 き換 え だ けで 動 か す こ とが で きた 。
8080Aや8085A用にアセ ンブラ言語 で書 か れたソース ・コー ドを8086用のアセ ンブ ラ言語 の ソ
ース ・コー ドに変換す る ソース ・コー ド ・トランス レー タも提供 されて いた。
CPUに 関す る こう した先行 資源 の利用 可能性 とい う要 因は,IBMPCのOS競 争 の場 面 にお
い て も同様 に作 用 した。8ビ ッ トパ ソ コ ン時代 の デ フ ァク ト ・ス タン ダー ドのOSで あ った
CP/M-80の開発 元で あるDigitalResearchは,IBMPCの発 売時 に は間に合 わなか ったが しば
ら く して,Intel製16ビッ トCPUパ ソコンに対応 したOSと してのCP/M-86の開発 を終 了 した。
IBMやNECは,自 社 製 マ シンのOSと してMicrosoftのMSDOSとと もに,DigitalResearchの
CP/M-86も合 わせ て販売 してい た。 それ ゆ え,ユ ーザや ソフ ト会社 はOSと してはMS-DOSだ
けで な く,CP/M-86も利 用 で きた。最終 的 にどち らのOSが 生 き残 るのか は,ハ ー ドメーカー
で は な く,ユ ーザー や ソフ ト会社 の 選択 に委 ね られ たの であ る。CP/M-86はマ ス コ ミの好 意
的 な評価 に も関 わ らず,強 気 の価格 設定 やMSDOSと 異 な りIBMPCの 初期 出荷の 時期 に間 に
合 わ なか った こ とな ど様 々な要 因の結果 と して,結 局 の ところ はMicrosoftのMS-DOSが市場
を制 した。
MS-DOSとCP・M/86のOS競争 に おい て最終的 にMS-DOSが勝 利 した技 術 的要 因の 一つ に
は,シ ス テ ム ・コール の仕 様 に関 してMS-DOSのint21hの一 定 部分 がCP/M-80のBDOS
CALLとそ っ くりであ るな どい った よ うにMS-DOSの方 がCP-M/86よりもCP/M-80との互換
性 が 高か っ たこ とが ある,と 言 われ てい る。 「DigitalResearchが,16ビッ ト用 とい うこ とで,
CP/M-86に豊富 な機 能 を盛 り込 んだの に対 し,MSDOSは,Intelの8086の設計思 想 と同様 に,
8ビ ッ トとの互換 性 を重視 した ので あ る。結 果 と して素 直 に16ビ ッ トへの 移行 が行 えるMS・
DOSの アプ リケ ーシ ョンが増加 し,CP/M-86は消 えてい った。」46)のであ る。
(3)先行 プ ロジ ェク トで蓄積 された知識 ・経験 ・部品の 活用
IBM-PCに先 行す る開発 プロジェ ク トと してIBMSystem/23Datamaster(1981年発 表)と い
うマ シンが あ ったが,IBMPCの 開発 に携 わ ったエ ンジニ アたちの多 くは,Datamasterの開発
に関 わ ってい た者 たちであ った。Datamasterは,CPUとして はlnte1製の8ビ ッ トCPU8085を
使 ってい た。そ れゆえBradleyが「われわれ は,DatamasterでIntelのプロセ ッサ ーを使 って仕
事 を して い たの で,Intelのプ ロセ ッサ ー に慣 れ 親 しんで い た。」 と語 って い る47)ように,
IBMPCの 開発 者 たちはIntel製CPUのアーキテクチ ャを熟 知 していた。
前 述 した よ うに,IBMの 企 業経 営委 員会 に提出 されたIBMPCの 最初 の プ ロ トタイ プ機 は,
IBMSystem/23Datamasterに手 直 しを施 した もの で,使 用 していたCPUはDatamasterと同 じ
8085のままであ った。
一 パソコン市場形成期におけるIBMの技術戦略 一 101
Datamasterに関す る先行 の歴史 的蓄積 の活 用 とい う点 では,IBMPCの 拡張 ス ロ ッ トの仕様
も新 た に考案 された もので はな く,Datamasterの拡張 ス ロ ッ トの仕 様 を少 し手直 ししただ け
の もので あ った 。Bradleyによれ ば バ スの信 号 の定 義 を5カ 所 ほ ど手 直 し しただ けで あ り,
IBMPCはDatamasterと同一 の割 り込み制御 装置,お よび,類 似 のDMA制 御装 置 を使 用 して
い た48)。そのた め,Datamaster用のア ドオ ン ・ボー ドをIBMPCのISAス ロ ッ トに差 して も動
い た と言わ れてい る。
なおIBMは ワー プ ロ専用 機 「DisplayWriter」にお いて はInte1のCPU8086を使 用 して いた。
しか しBradleyの証言 によれば,こ の 「DisplayWriter」の 開発 プロジ ェク トはIBMPCと は無
関係 であ った49)。
(4)rい浮動小数点演算能力を持つ数値 コプロセッサ8087の存在
インテル系16ビッ トCPUの技術 的優位性は,数 値 コプロセッサー8087によって浮動小数点
演算能力 を高めることができ,そ うした数値計算能力の向上により表計算 ソフ トやデータベー
スソフ トをより快適に動かすことがで きたという点 にもある。8087を装着することで,加 減
乗除や比較,平 方根 だけではなく,剰余や対数,指 数関数,三 角関数などに関す る非常に高機
能な命令など約70個の新たな浮動小数点演算命令が利用可能になるとともに,ソ フ トウェア
的な処理に比べて50～100倍程度高速 に処理することができ,こ の点に関 しては当時の並のミ
ニコンよりも高速であった,と 言われている。
数値コプロセ ッサーによってこのように数値計算能力 をかな り高めることができるというこ
の点は,Intelも自社の技術的強み として意識 していた。例 えばIntelは,Motorolaに対抗する
ために作成 した将来製品の紹介カタログの トップページで,自 社の16ビッ トCPUの8086や
8088に数値 コプロセ ッサー8087を組み込めばMotorolaの16ビットCPU68000の「5倍のス ピ
ー ドで数値計算ができる」ことを強調 していた50)。
6.な ぜIBMは,IBM-PCに8086では な く,8088を採 用 したの か?
IBMは,Intel製の16ビットCPUの採用にあたって,よ り性能の高い8086ではなく,性能の
劣った8088をわざわざ選択 したのであろうか?8088は,CPU内部では16ビット処理 をしてい
るが,外 部バス幅を意図的に8ビッ トに制限 しているために,内 部 ・外部 とも16ビット処理を
行っている8086よりも性能的に劣 っていた。PC市場への新規参入 にあたって性能の劣った
CPUを採用することは,一見 した ところ技術的には不可解 なことに思える。
当然のことながら,PC市場参入時におけるIBMの技術的選択 を巡っては上記のような疑問
がす ぐに思い浮かぶであろう。 しか しながら,下 記に詳 しくのべるように,開発時間の限定,
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利用可能な技術的 リソースの限定,コ ス ト・パ フォーマ ンスなどの問題を 「技術」的視点か ら
総合的に判断すれば,IBMPCの開発チームが下 した技術的決断は合理的な選択であった,と
思 われる。
(1)全体 的な製造 コス ト,お よび,調 達CPU価 格 の引 き下 げ
外 部 デー タ ・バ ス幅 が8086の半分 の8ビ ッ トで あるi8088の方が,マ ザ ー ボー ド上 のデバ イ
ス数 や回路基 板の バス配線 な どが少 な くて 済み,パ ソコ ンの トー タル な製造 コス トを下 げる こ
とが可 能 であ った。
またCPU価 格 それ 自体 も,8088の方 が8086よりも低 か った。8088は,8086よりも性能 を下
げ る ことで意図 的 に低 価格 で販売 され ていた。 この点 に関 して,IntelのGordonMooreも「今
とな って は歴 史 的 な商 談 を振 り返 ってみ て も,IBMが 納 入価格 の引 き下 げ に こだわ っそ,わ
れ われ も製 品の設計 を一部変 更 してこれ に応 じた こと くらい しか記 憶 にない。受注 の決め手 は
Intelが値 下 げ要求 に応 じた こ とだ った。」51)と自らの 自伝 的 回想 の 中で 述べ て い る。実 際,
IntelはIBMに対 して8088を1個9ドル とい う破格 の価格 で販売 した と言 われ ている52)。
もっ とも上 記 の ようなMooreの証 言 に も関 わ らず,CPUそ れ 自体 の価格 の低 さが技術 的 選
択 の決定 的ポ イ ン トであ ったか ど うか に関 しては,以 下 に述べ るい くつ かの技術 的理由か ら疑
問 が残 る。IBMPCの 開発 チー ムが置 かれ ていた歴 史 的状 況 を考慮 す る と,「コズ ト削 減問題
が なか っ た と して も,IBMは8088を選 択せ ざるを得 なか った」 とい うの で はないか と考 え ら
れ る53)。
(2)先行 す る8ビ ッ トCPUパ ソコ ン とのハ ー ドウ ェア的互 換性 に基 づ く,関 連周 辺回路の 開
発期 間の短縮 一 周 辺回路 部品 に関 す る先行 の歴 史的資 産の活用
8088は,デー タバ ス幅 が8ビ ッ トで あ ったので,周 辺 回路 の規模 が8086に比 べ相対 的 に小
さ くな り開発 期 間の短縮が 可能で あっ た。
また8088は,周辺 回路 とのイ ンター フェイスに関 して8080との互換性 を重視 した設計 に な
って い る。 その ため,割 り込 み コン トロー ラ,DMAコ ン トロー ラ,カ ウ ンター/タ イマ ー,
シ リアル ・イ ンター フェース,パ ラ レル ・イ ンター フェ イス な どに関 して,8080用の各種 の
周 辺 回路(8259,8237,8253など)を 利用 す るこ とが で きた。 それゆ え8088であ れば,新 規 開
発 が必 要 なカス タム ・メ イ ドの部 品 をなるべ く使 わな くて も済 むこ とが で き,開 発 期 間が1年
間 と限定 され てい たIBMPCの 開発 チー ムに とって}ま都合 が 良か った のであ る。
これ に対 して,Intelの8086,Motorolaの68000,NationalSemiconductorの16032とい う3つ
の16ビ ッ トCPUは周 辺 チ ップをその当時 まだ開発 中であ った。
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(3)同一 社内 におけ る商 品 としての差異化 のための,技 術的性 能の スペ ック ・ダウ ン
IBMの製 品構成 か ら考 えた場合,IBMPCの 技術 的性能 は さほど高 い必要 は なか った。8088
とい うCPUの 性 能が他 の16ビ ッ トCPUよ りも相対 的 に低 い こ とは,IBM内 の製品構成 から考
える と逆 にメ リ ッ トであ った。
とい うの もIBMPCの 性能 が高 ければ高 いほ ど,IBMの 他の マシ ンンの売 れ行 きが鈍 ると考
え られた。 とい うの も,性 能 的 には優 れて い たが価格 が か な り高 か ったか らであ る。 そこで
IBMPCの開発 に当 たってIBMPCは 「わ ざと処理速度 を落 とす」 よ うに設計 されたの である。
この点 に関 して,IBMPCの 開発 プロ ジェ ク ト ・チ ーム に最 初 か ら参 加 して い た技 術者 の
BillSydnesは「8086の馬 力 は とてつ もな く強力 な もので あ った。 この チ ップ を利 用 すれば,
IBMがすで に市 場 に出 してい た り,ま たは これか ら市 場 に出そ う と してい る製品 の排気 口 を
広 げ な くて は な らなか った ろ う。だ か ら,私 たち は性 能 は多少 落 ちて も,8088を利 用 する こ
とに決 めた の で あ る。 ・… この 選択 は非常 に賢 明 な もの だ っ た とい え よ う。 なぜ な ら
8088を使 う意向 だ とい ったおか げで,IBMの あ らゆ る管理網 の 目 をス ルス ル と通 り抜 ける こ
とがで きたか らだ」麟)と回想 している。
なお単純 にMIPS値だけ で性 能比較 はで きないが,マ ウスやGUIな ど現 在のパ ソコ ンに近 い
機 能 を1975年とい う時 点で すで に備 えてい たゼ ロ ックスのAltoとい うその 当時の 「ワークス
テー シ ョン」 のMIPS値は0.2MIPSであ ったの に対 して,CPUの 駆動 周波 数が5MHzの8086
(1978.7.8)でさえ もそれ を数字 的 には約6割 上 回 る0.33MIPSとい うCPU能 力 を持 っていた。
注
1)例 え ば,FrankHayes(1999),"100yearsofPf',Co〃ψκ'例 o〃4,33(14),p.74は,「標 準 的 部 品 と借 用 さ れ た ア
イ デ ア を つ ぎ は ぎ し て 雑 に 作 り 上 げ ら れ た も の で あ っ た が,IBMPCはIBMの ブ ラ ン ド名 ゆ え に す ぐ に 成
功 し た 。」("Cobbledtogetherfromstandardizedpartsandborrowedideas,thePCenjoyedinstantsuccess
becauseofIBM'sbrandname)とし て い る 。
2)Hewlett-PackardやXeroxの失 敗 に 関 して は,P.Freiberger,M.Swaine(1984),F〃8itthe吻〃の,McGraw-
Hill[大田 一 雄 訳(1985)「パ ソ コ ン革 命 の 英 雄 た ち 」 マ グ ロ ウ ヒ ル ブ ッ ク,pp340-3471に簡 略 な 記 述 が あ る 。
な おXeroxの パ ソ コ ン市 場 参 入 の 失 敗 の プ ロ セ ス に つ い て は,DouglasKSmith(1988),FumblingtheFuture
-HowXeroxlnvented,ThenIgnored,theFirstPersonaComputer,Harpercollinsが詳 し い 。
3)1Mtair8800は,1975年1月に,"PopularElectronics"とい う 雑 誌 の 表 紙 を 飾 っ た 。 そ の 雑 誌 の 表 紙 お よ び 紹
介 記 事 の 写 真 は,http://www,pcbiography.net/peO174.htm1など で 見 る こ と が で き る が,そ の 表 紙 に は
"ProjectBreakthrough!World'sfirstminicomputerkittorivalcommercialmodel-theAltair8800"と書 か れ
て い る 。
現 在 の 用 語 法 か ら言 え ば,"minicomputerkit"では な く,"microcomputerkit"とす べ き と こ ろ で あ る が,
そ の 当 時 は ま だmicrocomputerとい う用 語 は な か っ た 。 な お ま た,kitと して 世 界 最:初で あ る と 書 か れ て い
る が,そ れ は 正 確 で は な い 。 そ れ 以 前 か らkitは あ っ た 。http://www.computer-museum.org/exhibits/
pccomeshome/pcO7.htmlに記 載 さ れ て い る よ う に,TheScelbi-8H(1974,CPUはInte18008)やJonathan
Titus'Mark8kitcomputer(1974,CPUはInte18008)など のkitが そ れ に 先 行 し て 存 在 し た 。









"PopularElectronics"の1975年1月号 と2月 号 にお け る記 事 の 中 で の価 格 は 組 み立 てキ ッ トで395ドル
,組
立 済 み で495ドル で あ った 。 しか し同誌 の3月 号 の掲 載 広 告 か ら本 文 中 の よ うに値 上 げ さ れ た(富 田倫 生
(1994)『パ ソ コ ン創世 記JTBSブ リ タ ンカ,p41http://attic.neophilia.cojp/aozora/htmlban/gopc.htmlおよ
びhttp://www.geocities.com/一compcloset/MITSAltair8800.htmなどの 記述 に よ る)。
なお,イ ンテ ル のCPU8080は,通常 は360ドル で販 売 され て い た(数 百 万 ドルす るIBMの 大 型 コ ン ピュ
ー タSystem/360との 対 比 の た め に こ う した価 格 に した ,と 言 わ れ て い る)が,MITSは8080を大 量:購入 す
る こ と を条 件 に特 別 価 格 の75ド ル でlnte1から仕 入 れ る こ とが で きた,と 言 わ れ て い る(FrankDelaney
(1995),``TheWorld'sFirstCommerciallyAvailablePC",H's'oり,()fTheMicrocomputerRevolution,Micro
TechnologyAssociates,http://exo.com/一wts/mitsOO20.HTM)。





MITSAltair8800。htm。た だ し,18本の 拡 張 ス ロ ッ トの 内 の2本 に は,あ らか じめCPUカ ー ドとイ ン ター フ
ェ ース カー ドが差 され て お り,実 際 に 拡張 用 に使 えたの は16本 で あ った 。
Computer,IEEEComputerSociety,Vo1.75No.2(1975),p.31。なお 同広 告 では,4KBのDRAMカ ー ド,
1KBのSRAMカ ー ド,パ ラ レル1/0カー ド,シ リ アル1/0カー ド(TrL用,R232用,テ レ タ イプ ライ タ ー
(TrY)用の3種 類),8進 数 の2進 数 へ の 変 換 用 コ ン ピュ ー タ ・ター ミ ナ ル(octaltobinarycomputer
termina1),アル フ ァベ ッ トや 数 字 を32文字 表 示 可 能 な ター ミナ ル,ア ス キ ー ・キ ー ボ ー ド,オ ー デ ィオ ・
.テー プ ・イ ン タ ー フ ェ ース,4チ ャ ンネ ル のstoragescopeなどの 多様 な拡 張 カ ー ドが オプ シ ョ ン と して既
に利 用 可 能 で あ る,と され て い る。
Microsoftの創 立 の 契 機 は,こ の よ うにMITSの1Utair8800上に移 植 したBASIC言語 の ラ イセ ンス契 約 に あ
っ た。Microsoftとい う社 名 は,Altair8800が使 用 して い たCPU8080など のMicroComputer用のSoftware
を製 作 す る会社 とい う こ とか ら付 け ら れた 。 も と もとの社 名 は,Micro-softであ った が,し ば ら く してハ イ
フ ンが 取 られ た。
10)MicrosoftのBASICの不正 コ ピ ーの 発端 は,MITSの商 法 に あ っ た と言 わ れ てい る。D.lchbiah,S.L.Knepper
(1991),TheMakingofMicrosoft,PrimaPublishing,pp.30-31[椋田 直 子 訳(1992)『マ イ ク ロ ソ フ ト』 アス キ ー
出版 局,p.64]やJWallace,J.Erickson(1992),HardDrive,JohnWiley&Sons,p.101[SE編集 部 訳(1992)『ビ
ル ・ゲ イ ッ』 翔 泳社,p.129】に よれ ば,MITSの 広 告 に 応 じて お金 を支 払 っ た に も関わ らずBASICをな か な
か入 手 で きず に い ら だ って い たユ ーザ ーた ち が,1975年6月にパ ロア ル トで 開 催 され たMITSのデモ ンス ト
レー シ ョン会 場 に抗議 の た め に集 ま っ た時 に まだ で き てい ない は ず のBASICが動 い て い るの を見 て 激怒 し
た こ とが 「不 正」 コ ピ ーの きっ か けで あ っ た 。
Altair8800用のBASICの正 式 発 売 は この デ モ ンス トレー シ ョ ンか ら約3ヶ 月後 の1975年9月だ った の で,
この 時 の プ ロ グ ラ ム は ま だバ グ取 り作 業 中 の プ ロ グラ ムで あ っ た が,と もか くも一 応 は動 作 して い た。 そ
の た め,HomebrewComputerClubのあ る 会員 がパ ンチ テ ー プ読 み 取 り機 か ら読 み取 りを終 わ って 下 に 落
ち て い たBASICプロ グ ラ ムの テ ー プ を こ っそ り拾 い,そ れ を コ ピー して配 布 した こ とか ら 「不 正 」 コ ピー
が始 ま っ た,と い う こ とで あ る。
「不 正 」 コ ピーの 蔓 延 に憤 激 したBillGatesd#1Mtair8800のユ ーザ ー向 け の 会報 誌 『コ ンピ ュー タ ・ノ
ー ト』 にAnOpenLettertoHobbyists[「ホ ビ イス トたち へ の公 開 状 」1976年2月3日付 け]と い うタ イ トル
の文 章 を掲 載 し,そ の 中 で 「BASICを正 規 に購 入 したの は/Mtair8800購入 者 の約1割 に も満 た な い」 と指 摘
した上 で,「不 正 コ ピー は,ソ フ トウ ェ ア 開発 会 社 の利 益 を損 な い,そ れ に よ り会 社 の 存続 ・発 展 が 危 う く
な る 。 そ の た め ソ フ トウ ェ アの 新 規 開 発 が 阻 害 され,結 果 と して ソ フ トウ ェ ア の全 体 的 発 展 が で き な くな
る 。」 とい う趣 旨の も とに 「ほ とん どの ホ ビ イ ス トた ち は ソ フ トウ ェ ア を盗 ん で い る」 と して不 正 コ ピー を
強 く批 判 した 。 この文 章 は,HomebrewComputerClubの会 誌"Dr。Dobb'sJournal"をは じめ と して,当 時
の マ イ コ ン業 界 関係 の主 要 な 出版 物 に転 載 され た。
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多 くの ホ ビ イス トた ち を ソ フ トウ ェ ア 「泥 棒 」 呼 ばわ り したGatesのこ の 文 章 に 対 して は,「MITSは
BASIC付き の メ モ リー ボ ー ドを150ドル で 売 っ て い るの に,BASIC単体 の販 売 価 格 を500ドル に設 定 し,
BASICだけ を買 いた い ユ ー ザ ー を実 質上 締 め 出 して い る」MITSの不 当 な 抱 き合 わせ 販 売 に対 す る不 満 や,
「BASIC言語 それ 自体 は,ア メ リカのDartmouthCollegeのJ,GKemenyとTEKurtzが初心 者 用 の プ ログ ラ
ミン グ言語 と して1964年に共 同 開発 した もの で あ り,PDS(PublicDomainSoftware)として無 償 公 開 され
て い る もの で あ る。GatesとAUenはそ れ をlnte1製CPU8080などの マ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タ上 で動 くよ うに移
植 作 業 を した だ けで あ る。」 とい う こ とな ど を根 拠 と して,ホ ビイス トた ち が激 し く反論 した。
なおGatesとAllenがBASICを8080上に 移植 す る 際 に利 用 した コ ン ピ ュー タは ハ ーバ ー ド大 学 のPDP-10
とい う コ ン ピ ュー タで あ っ た が,そ の コ ンピ ュ ー タの 利 用 料 金 は 国 防省 先 端 技 術 研 究 計 画 局 が提 供 した も
の であ る。 そ れ ゆ え,GatesとAllenがBASICの移植 に利 用 した コ ン ピュ ー タの 利 用料 金 は ア メ リ カ国民 の
税 金 で 支 払 わ れ た こ とに な る,と い う視 点 か らの 批 判 もあ る。(JamesWallace,JimEdckson(1992),Hard
drive:BillGatesandthemakingofthemicrosoflempire,Wiley,p.104[SE編集 部訳(1992)『ビル ・ゲイ ッ』
翔泳 社,p.133])
11)言う まで もな い こ とで あ る が,「 コ ピ ー して も使 い た い」 とい う優 れ た機 能 を持 っ た ソ フ トで な け れ ばこ ん
な こ とは起 き ない 。PDSや フ リー ウ ェア の ソフ トは正 規 に コ ピー で き,無 料 で利 用 で き るが,だ か ら とい
っ て多 くの 人 々が こぞ って使 う とは 限 らな い。
な お,こ れ と似 た よ うな こ とは 日本 にお け る ワー プ ロ ・ソ フ ト市 場 にお い て も起 こ っ て い る。1980年代
後 期 に お け るNECのPC9801用 日本 語 ワー プ ロ ソ フ ト市 場 に お い て,絶 対 的 人 気 と高 機 能 を誇 っ て い た
「松 」 とい う ワー プ ロ ソ フ トが新 興 の 「一 太郎 」 に敗 北 した理 由 には,そ の価 格 の 高 さやMS-DOSへの対 応
の遅 れ と と もに,「松 」の コ ピー フ.ロテ ク トが厳 し く普通 の 人 々で は コ ピーで きな っ た の に対 して 「一 太郎 」
は 簡単.に 「不 正 」 コ ピー が で きた とい うこ と もあ る と考 え られ て い る。
ソ フ トの 良 し悪 しは あ る程 度使 っ てみ ない とわ か らない の で あ る か ら,「不 正」 コ ピー で あ れ と もか く も
購 入前 に試 用 で き るか ど うか が購 入 決定 の大 きな要 素 と な って い る 。 そ の た め 現在 で は多 くの ソ フ ト会 社
が,30日 間 な ど使 用 期 間 限 定 で 自由 に使 え る体 験 版 を販 売促 進 の た め に ネ ッ ト等 を利 用 して配 布 す る よ う
にな っ てい る 。
12)"IBMHIGHLIGHTS,1970-1984",http://www-1.ibm.com/ibm/history/documents/pdf/197(>1984,pdf,p.7
13)TimJackson(1997)InsidelntelDianePlumeBook,p.20][渡辺了 介 ・弓 削徹 訳(1997)『イ ンサ イ ド ・イ ンテ
ル 』上 巻,翔泳 社,p.325-326]
14)『日本経 済 新 聞 』1995年2月19日朝 刊 。 な お こ う した ムー ア の認 識 は1980年代 は じめ で も さほ ど変 わ って
はお らず,IBMか らの 受 注 が 決 ま っ た時 も 「また 顧 客 が増 え て よか っ た」(『日本経 済新 聞J1995年2月19
日朝刊)と い う程 度 の認 識 しか な か った と述 べ て い る。
15)『日経 産業 新 聞 』1982年2月20日
16)J,ChposkyandT.Leonsis(1988),BlueMagic:ThePeople,Power&PoliticsBehindtheIBMPCFactsonFile




18)Wozniakは,「米 ア ップ ル コ ン ピュ ー タ社 共 同設 立 者SteveWozniak氏イ ンタ ビ ュー」Part2,1998年2月21
日,http:〃ascii24.com/news/columns/10101/article/1998/02/21/620607-000.htmlにお いて,「 最 初Jobsは,
Applellには2つ しか 拡 張 ス ロ ッ トは い らな い っ て言 った ん だ よ。 ど うせ み ん な プ リ ン タ とモ デ ム しか使 わ
ない ん だ か ら,2つ で 十分 だ って ね。 で も僕 は 言 っ た ん だ。 お いお い,ち ょっ と待 って くれ よ。 コ ン ピュー
タ に は もっ と い ろ ん な可 能 性 が あ るん だ とね 。 も し ど う して も2つ に した い な ら,ど こ か か ら別 の コ ン ピ
ュー タ を探 して きて 売 っ て くれ っ て ね。 言 い 争 った の は,そ れ く らい だ っ たか な。 で も,彼 は で きる だけ
シ ン プル な もの を作 りたが って い た か ら,な か な か あ き らめ切 れ なか った よう だ よ。」 と回想 して い る。
19)LGoldklang(2003),`TRS・80ModelI-Facts/History"IraOo'4ん'αηg苫7RS・80RevivedPages,httF://www.tr野
80.com/trs80-1.htmによ る と,TRS-80は,S・100規格 の拡 張 ス ロ ッ トを5個 備 え る と最 初 は予 告 され て い た
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が,結 果 と して オプ シ ョ ン価 格$299のExpansionInterfaceに変 更 され た。
20)Wozniakは,"Letters-GeneralQuestionsAnswered"http://www.woz.org/1etters/pirates/08.htm1の中 で,
TRS80やPETと 異 な るAppleIIにお け る こ う した機 能 拡 張 性 の 高 さに よ りAppleIIでの みVisiCalcが使 え
た 結 果 と してApplelIが"smallbusinessmen"向け に売 れ"thebigwinner"とな れ た こ とを 強調 して い る。
21)RXCringely(1992),Accidentalempires,Addison-Wesley,p.63【薮 暁 彦 訳(1993)『コ ン ピュ ー タ帝 国 の 興亡 』 上
巻,アス キ ー 出版 局,p.106】
22)この 数 値 は,TheOfficialIMSAIWebPage,http://www.imsaLnet/に紹介 さ れて い るIMSAI8080の開発 者Joe
Killianの電子 メ ール で の証 言 に よる 。




25)『日経 産業 新 聞 』1982年2月20日
26)数値 デ ー タ は,"StatsandNumbers",COMPUTERWORLD,2001.8.10(http://www.computerworld.
com/news/2001/story/0,11280,62972,00.htm1)の中 のGartnerDataquestの調 査 結 果 に よる もの で あ る。
27)http://www-1jbm.com/ibm/history/exhibits/pc/pc_4,html
28)htΦ://www-1.ibmcom/ibm/history/exhibits/pc/pc_6.htm1
29)IBMPCの 開発 チ ー ムの 責 任 者 で あ っ たPD.Estridgeは1982年に受 け た イ ン タ ビュ ー の 中で,「 なぜIBM
はパ ソ コ ン市 場 に参 入 した の か?」 とい う質 問 に対 して,"Thesimplestreasonisthatitrepresentsan
opportunityforbusiness.Withtheexplosionthatoccurredbetween1977and1979,itbecameenoughofa
businesstcbeinteresting.'と応 えて,1977年以 降 のパ ソ コ ン市場 の急 速 な発 展 を市 場 参 入 の第 一 の 理 由 に
挙 げ て いる 。




Fletcher/Article.htm。また 相 田洋 ・大 塙 敦(1996)『新 ・電 子 立 国 第1巻 ソ フ トウ ェア 帝 国 の 誕 生 』
NHK出 版,p,248の中 で も,Loweがイ ン タ ビュ ー に答 え て 「大 型 コ ン ピ ュー タの た め に 開発 され たIBMの
技 術 は,コ ス トが 高 く,複 雑 で柔 軟 性 に乏 しか っ たた め に,市 場 に合 わせ てす ぐ に改 良 した り,価 格 を下
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